








温暖化を起こさないエネルギーの技術移転に成功

すれば、途上国は、環境汚染の原因となるエネル

ギー技術を回避して、再生可能エネルギーのよう

なクリーン・エネルギーを利用することができま

す。地球環境ファシリティ (GEF) は、気候変動向

けのプロジェクトを通して、情報提供や現地の能

力を高めるための環境整備を中心とする、こうし

た技術移転の触媒となり、これら技術の現地市場

の育成に努めています。

GEF は設立以来、130 ヵ国以上の国々で、20 件

を超える技術市場を開拓し発展させるプロジェク

トに支援を行ってきました。GEF のプロジェクト

は、温暖化を起こさない新技術の現地市場とその

実施慣行を妨げている障壁を把握し、こうした障

壁を除去する戦略を立案し、実施するための支援

も提供してきました。

GEF による対策の実施は、技術の移転と普及に長

期的かつ建設的な効果を与えることを目指してい

ます。例えば、GEF の資金は、コスト面では従来

の技術に勝るとも劣らない、環境にやさしい技術

の導入を支援するために活用されています。

規模の拡大

GEF プロジェクトの多くは、エネルギー利用に関

わる技術に大きな変化をもたらす可能性がありま

す。ときには、同じような環境におかれた域内の

諸国が集まって規模の経済を享受するという地域

単位のアプローチを採用している例もあります。

例えば、アフリカのフランス語圏諸国で実施され

ているミニ・マイクロ水力発電向け地域プログラ

ムは、地域技術センターの設立をサポートしてい

ます。このプログラムは、知識や技術の「南南」

移転、技術能力の域内構築、技術情報と最善の実

施慣行への域内アクセスを強化するものです。

さらに GEF は、現在、生産コストが非常に高い

が、将来、コスト効果を高める可能性のあるよ

うな技術については、国家レベルでイノベーシ

ョンを促進し、世界市場の育成を促すような活

動を支援しています。GEF では、消費者の欠如

や、サプライヤーの認識不足、高額の先行投資、

政策面の障害、ビジネスモデルの欠如、移送能

力の限界といった異なる障壁をもとに、技術移

転の概念的枠組みを策定しました。この枠組み

は、現地の技術移転能力の開拓のほか、優れた

コスト効果、持続可能性、汎用性、当該国のオ

ーナーシップといった GEF の原則に則って、環

境にやさしい技術の普及を目指す GEF の今後の

支援活動を途上国が利用できるようにする際の

一助となるはずです。

GEF はこの分野で目覚しい成功を収めており、以

下はその一例です。

中国の産業用ボイラーの効率化

温室効果ガスの排出抑制を目指すこの GEF プロ

ジェクト（実施機関：世界銀行）は、競争的条件

で選出された中国のボイラーメーカー 9 社に対

し、技術移転と技術支援を行いました。この技術

により、1930 年代から一般に利用されてきた従

来のボイラーに代わって、各社は高効率のボイラ

ーを生産し販売することができます。
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この技術移転の一環として、同プロジェクトは、

これら 9 社のボイラーを新しいデザインにアップ

グレードするために海外から高度な設備を導入し

たほか、新モデルの開発、生産、販売、資金調達、

カスタマーサービス・プログラムの強化に向けた

技術支援もこれらメーカーに行いました。加えて、

こうした高効率ボイラーをよく理解し、購入し、

運用する事業体にも技術支援と研修を行い、研究

所や政府機関に対しては、この技術を他のボイラ

ーメーカーに普及させる活動もサポートしま

した。

モロッコの太陽熱給湯器

モロッコにおける太陽熱給湯器の数は 1998 年に

およそ 20,700 台だったのが 2004 年にはおよそ

111,300 台へと急増しました。この背景には、

GEF プロジェクト（実施機関：国連開発計画

(UNDP) による貢献が少なからずあります。この

プロジェクトの支援で、8 万平方メートルもの集

水システムが敷設されたからです。それまでの太

陽熱給湯器は低質で信頼性に欠け、販売数の伸び

悩みが当時の市場分析で示されたため、今回のプ

ロジェクトでは、主に製品の質と信頼性を様々な

形で改善する技術的側面に的が絞られました。

さらに、このプロジェクトは、給湯システムの促

進、評価、設置に関する研修も政府機関や民間企

業に行いました。また、同国内で販売・設置が行

われる太陽熱給湯器のすべてが最高の国際基準に

従って製造されるよう、製品の基準、規格、テス

ト手順を設定するための支援も同国に対して行わ

れました。さらに、改善された規格を組立業者や

メーカーに紹介したり、こうした技術や手順の応

用に向けた研修を設計者やエンジニアに行った

り、建築業者、設置業者、配管工の業務規範を策

定するなどして、この重要な再生可能エネルギー

の技術市場を持続的に発展させようとしてい

ます。

メキシコの風力エネルギー

GEF は、メキシコ政府をはじめ、実施機関である

UNDP と世界銀行の 2 機関の協力を得て、風力エ

ネルギーの技術移転と、風力をはじめとする再生可

能エネルギーの利用拡大の基礎を築くための支援を

行っています。この包括的業務は、世界各地で展開

中の再生可能エネルギーの開発活動においてメキシ

コを最先端に位置づけようsとするものです。

UNDP の「大規模風力発電の障壁除去のための行

動計画」への支援を通して、GEF は、風力エネル

ギー技術の利用能力の強化を目指すメキシコ政府

の努力を援助しています。また、このプロジェク

トにより、同国の電力研究所 (Instituto de

Investigaciones Electricas) が風力タービン施設を

建設することが可能となります。これを通して、

同研究所は、メキシコの環境下で利用する風力発

電技術をより深く理解できるようになるうえ、風

力発電装置の設置、維持、さらに将来製造に携わ

る技術者の研修も行うことができます。さらに同

国政府は、海外の大手風力タービン・メーカーと

合弁会社を設立するための事業環境の整備にも着

手しています。

世界銀行の大型再生可能エネルギー開発プロジェ

クトを通して、GEF は、いかなる種類の再生可能

エネルギーで発電する場合も、その電力をパワー

グリッドや民間の電力消費者に販売できるよう、

電力規制に関連した同国の政策環境の整備を支援

しています。加えて、GEF の資金は、再生可能エ

ネルギー発電に付随した追加費用の一部に利用さ

れており、このような市場の育成の原動力となっ

ています。

こうしたプロジェクへの支援を受けて、メキシコ

は再生可能エネルギーによる発電と、こうしたエ

ネルギーの開発面で世界的なリーダーとなりつつ

あります。
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